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平成１８年９月５日(１)   

開議 １０時２８分 

○議長 秋成茂信君 

 おはようございます。只今の出席議員は１４名で、定足数に達しておりますので、平成

１８年第４回豊前市議会定例会を開会し、本日の会議を開きます。 

 日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は、議会運営委員会で協議の結果、本日９月５日から、

９月２５日までの２１日間としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

ご異議なしと認めます。よって、会期は、２１日間と決定いたしました。 

 日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８０条の

規定により、議長において、７番中村勇希議員、８番宮田精一議員を指名いたします。 

 日程第３ 諸般の報告をいたします。監査委員から、平成１８年５月から７月までの出

納例月検査の報告がありました。各報告書については、閲覧できるように事務局に保管し

ていますので、ご了承願います。 

 日程第４ 議案第５３号から、議案第７７号及び報告第４号並びに５号を一括議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長 釜井健介君 

 本日ここに、平成１８年第４回豊前市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には、公私ともご多用のところご臨席を賜り、誠にありがとうございます。厚くお礼を申

し上げます。 

 本議会に提案いたしました議案は、条例案件６件、道路認定等案件１件、協議案件３件、

予算案件４件、決算案件１１件、報告案件２件の合計２７件であります。 

 次に、議案の順序により、ご説明申し上げます。 

議案第５３号は、豊前市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例の制定についてであります。通勤の範囲の改定等のための国家公務員

災害補償法及び地方公務員災害補償法の一部を改正する法律の施行及び地方公務員災害補

償法の改正に伴い、関係規定を整備するための案件であります。 

 議案第５４号は、豊前市乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてであります。健康保険法等の一部を改正する法律が施行されること及び３歳未満

の乳幼児に係る本人負担額のうち、初診料及び往診料の自己負担分相当額を公費負担とす

ることに伴い、関係規定を整備するための案件であります。 

 議案第５５号は、豊前市母子家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてであります。健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係規定を
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整備するための案件であります。 

 議案第５６号は、豊前市重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてであります。健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係規

定を整備するための案件であります。 

 議案第５７号は、豊前市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてであり

ます。健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係規定を整備するための案件

であります。 

 議案第５８号は、豊前市下水道条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

下水道事業経営の健全化並びに周辺自治体及び農業集落配水施設使用料との均衡を図るた

め、下水道使用料の改定を行うための案件であります。 

 議案第５９号は、豊前市道路線の認定・廃止及び変更についてであります。 

道路法第８条第１項並びに第１０条第１項及び第２項の規定に基づき、市道路線を認定・

廃止及び変更するに当たり、同法第８条第２項及び第１０条第３項の規定により、市議会

の議決を求める案件であります。 

 議案第６０号は、福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体の

数の増減及び福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更についてであります。 

平成１９年１月２９日から、大和郡瀬高町、同郡山川町及び三池郡高田町が廃され、そ

の区域をもって、みやま市が設置されることに伴い、福岡県市町村消防団員等公務災害補

償組合を組織する地方公共団体の数を増減し、福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合

規約を変更する必要が生じたため、市町村の合併の特例等に関する法律第１３条第２項に

おいて準用する地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求める案件であります。 

 議案第６１号及び議案第６２号は、福岡県介護保険広域連合を組織する地方公共団体の

数の減少及び福岡県介護保険広域連合規約の変更についてであります。 

平成１８年１０月１日から、八女郡上陽町が廃され、その区域が、八女市に編入される

こと並びに平成１９年１月２９日から、大和郡瀬高町、同郡山川町及び三池郡高田町を廃

し、その区域をもって、みやま市を設置することに伴い、福岡県介護保険広域連合を組織

する市町村の数を減少し、福岡県介護保険広域連合規約を変更するため、地方自治法第２

９１条の１１の規定により、議会の議決を求める案件であります。 

 議案第６３号は、平成１８年度豊前市一般会計補正予算(第１号)であります。 

今回の補正予算は、市政運営上、緊急必要とされる経費等について所要の措置をいたした

ところであります。その補正額は２億５２５万円で、補正後の予算総額は１１１億９５６

５万円であります。歳出の目的別補正の概要について、ご説明申し上げます。 

 ２款総務費に、２７９２万６０００円の補正であります。その主なものは、庁舎アスベ

スト除去事業費に２６００万円、ＦＭラジオ放送広告料に１８０万円の補正であります。 

 ３款民生費に、３２６１万７０００円の補正であります。その主なものは、障害者自立
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支援事業費に２０８７万１０００円、地域福祉基金積立金に７０９万６０００円の補正で

あります。 

 ４款衛生費は、豊前市水道事業会計出資金に６３０万円の補正であります。 

６款農林水産業費は、９７６万８０００円の補正であります。その主なものは、市有林保

育事業費に７０３万８０００円、県単林業事業費に２５５万円の補正であります。 

 ７款商工費は、１９３８万５０００円の補正であります。その主なものは、電源地域産

業育成支援事業費に７５８万５０００円、観光開発基金積立金に１０６０万円の補正であ

ります。 

８款土木費に、３３６８万円の補正であります。その主なものは、道路台帳補正費５０

０万円、道路補修費３７０万円、赤熊５９号線道路改良事業費に２０００万円の補正であ

ります。 

１０款教育費に、１００５万４０００円の補正であります。その主なものは、耐震診断

費に４４０万円、ほ場整備発掘調査事業費に４４５万４０００円、総合文化施設整備基金

積立金に１００万円の補正であります。 

 １１款災害復旧費に、６月２３日の梅雨前線豪雨による被害の災害復旧費６５５２万円

の補正であります。この補正予算の財源は、歳出補正に伴う国庫支出金等の特定財源のほ

か、一般財源として、地方交付税、平成１７年度繰越金を、それぞれ措置いたしたところ

であります。 

議案第６４号は、平成１８年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算(第１号)であ

ります。補正額は、１億４４５１万６０００円で、その主なものは、保険財政共同安定化

事業拠出金の補正であります。 

議案第６５号は、平成１８年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算(第２

号)であります。補正額は４２万８０００円で、その主なものは、申し立てに伴う予納金の

補正であります。 

議案第６６号は、平成１８年度豊前市水道事業会計補正予算(第１号)であります。 

水道会計補正予算第２条の資本的収入及び支出の補正は、第８期拡張事業の国庫補助金の

増額に伴うもので、収入の補正予定額は、企業債と出資金と国庫補助金で、１８９１万７

０００円の増であります。支出の補正予定額は、国庫補助事業の第８期拡張事業費で、１

８９５万２０００円の増であります。 

 議案第６７号から７７号までは、平成１７年度の決算の認定に関する議案であります。 

同議案に係る一般会計のほか、８特別会計及び２企業会計の概要及び各部門別の主要施策

の成果等につきましては、別冊に記述のとおりでありますので、関係の説明を省略させて

頂き会計別の決算等について、そのあらましを申し上げます。 

 議案第６７号 豊前市一般会計の最終予算額は、１１４億５２６７万８０００円であり

ます。これに対し、歳入決算額は１１０億２１５２万２５６円で、予算に対する収入率は



 4 

９６．２％、歳出予算額は、１０９億５０６８万４０５９円で、対予算の執行率は９５．

６％、歳入歳出差引７０８３万６１９７円の形式黒字となっていますが、翌年度への繰越

財源を差引いた実質収支額は、４３５５万２１９７円の黒字決算となっております。 

このうち２５００万円は、地方自治法第２３３条の２及び財政調整基金条例第２条の規

定に基づき積立てをいたしております。 

 議案第６８号 豊前市国民健康保険事業特別会計の最終予算額は、３３億９９６９万１

０００円であります。これに対し、歳入決算額は３５億４３４６万９２３１円で、予算に

対する収入率は１０４．２％、歳出決算額は３１億６１８０万３７４円で、対予算の執行

率は９３．0％、歳入歳出差引３億８１６６万８８５７円の黒字で、翌年度繰越金となっ

ております。 

 議案第６９号 豊前市老人保健特別会計の最終予算額は、４６億７４４６万７０００円

であります。これに対し、歳入決算額は４５億５０１７万９９２８円で、予算に対する収

入率は９７．３％、歳出決算額は４６億２９７３万５３７０円で、対予算の執行率は９９．

０％、歳入歳出差引７９５５万５４４２円の歳入不足となっておりますので、翌年度繰上

充用いたしております。 

 議案第７０号 豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計の最終予算額は、３４４３万６

０００円であります。これに対し、歳入決算額は１９８３万８１５５円で、予算に対する

収入率は５７．６％、歳出決算額は３３９５万５３９５円で、対予算の執行率は９８．６％、

歳入歳出差引１４１１万７２４０円の歳入不足となっていますので、翌年度繰上充用いた

しております。 

 議案第７１号 豊前市農業集落排水施設事業特別会計の最終予算額は、３４８７万６０

００円であります。これに対し、歳入決算額は３３４０万６９０１円で、予算に対する収

入率は９５．８％、歳出決算額は３３４０万６９０１円で、対予算の執行率は９５．８％

で、歳入歳出は同額となっております。 

 議案第７２号 豊前市公共下水道事業特別会計の最終予算額は、８億１４１１万５００

０円であります。これに対し、歳入決算額は７億９４２３万５４５円で、予算に対する収

入率は９７．６％、歳出決算額は７億７９２６万２４９円で、対予算の執行率は９５．７％、

歳入歳出差引１４９７万２９６円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 

 議案第７３号 豊前市公共用地先行取得事業特別会計の最終予算額は、１０００万円で

あります。これに対し、１７年度は、執行額０につき全額不用額となっております。 

 議案第７４号 豊前市営駐車場事業特別会計の最終予算額は、８５０万円であります。

これに対し、歳入決算額は１０５０万６９０円で、予算に対する収入率は１２３．５％、

歳出決算額は８０９万７９９０円で、対予算の執行率は９５．３％、歳入歳出差引２４０

万２７００円の黒字で、翌年度繰越金となっております。 

 議案第７５号 豊前市バス事業特別会計の最終予算額は、３４６９万６０００円であり
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ます。これに対し、歳入決算額は３０７７万９０８９円で、予算に対する収入率は８８．

７％、歳出決算額は３０７７万９０８９円で、対予算の執行率は８８．７％で、歳入歳出

は同額となっております。 

 議案第７６号 平成１７年度豊前市水道事業の平成１７年度の決算は、収益的収支では、

収入５億３８２３万６６３９円に対し、支出４億９９４３万２６２４円であり、消費税を

除いた実質収益は、３６０３万３１８２円となっております。なお、営業外収入につきま

しては、当年度他会計補助金及び業務受託収益による収益であります。 

諸経費の削減と有収率の向上に努めましたが、支出の主な要因は、水道企業団用水受水

費支払によるものであります。また、資本的収支では、収入８２２０万９６５０円に対し、

支出１億７４９９万５３５円であり、差引９２７８万８８５円の不足が生じておりますが、

この不足額につきましては、過年度損益勘定留保資金８９３５万４９５円、過年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額３４３万３９０円で補填をしたところであります。 

 事業面では、配水管布設と漏水防止対策を含めた老朽管の布設替工事２２工事、工事延

長３４６６．４ｍを実施いたしました。また、第８期拡張事業につきましては、工事箇所

５工事、工事延長２９７．５ｍを完了したところであります。経営効率化の結果としまし

て、料金収入の増加、人件費及び修繕費の減少として現れております。 

今後とも、なお一層の効率的な経営の推進に企業努力をしてまいる所存であります。 

 議案第７７号は、平成１７年度豊前市東部地区工業用水道事業会計の平成１７年度決算

は、収益的収支では、収入８９５万４０５５円に対し、支出８７９万４９５３円であり、

消費税を調整した当年度純利益は１５万９１０２円であります。なお、営業外収益につき

ましては、当年度他会計補助金による収入であります。事業内容としましては、東部工業

団地内企業１社に工業用水を供給しております。また、資本的収支は、施設整備等を行い

ませんでしたので、収入・支出ともに０円となっております。 

報告第４号は、訴えの提起の専決処分の報告についてであります。 

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、訴えの提起について専決処分したので、同

条第２項の規定により、これを報告するものであります。 

 報告第５号は、平成１７年度豊前市土地開発公社の事業及び決算について、地方自治法

第２４３条の３第２項の規定により報告するものであります。 

以上、提出議案の概要について、ご説明を申し上げました。 

加えて、最後になりますが、平成１８年度９月議会冒頭に、行政改革の決意を新たに一言

させて頂きます。つい最近、財政構造１７年度の状況が判明しております。 

豊前市は、経常収支比率９２．２でありますが、筑豊８市の中では、最もよい状況とな

っております。２～３年後は、いよいよ団塊の世代を迎え、退職者も増えてまいります。

行政改革に一生懸命頑張らなければならないと思っております。そのためには、豊前市行

政改革に則り、豊前市財政計画の実施、豊前市集中改革プランの断行を予定どおり進めて



 6 

いかなければならないと思っております。今まで懸案事項でございました向陽荘の民営化、

図書館の運営、そして、文化センターの設置を含む、高等学校跡地の利用等の方向を、今

から進めていきたいと思っております。 

以上、提出議案と若干の決意を出させて頂きました。議員の皆様には、慎重にご審議の

上、速やかにご議決くださいますようお願い申し上げ、提案理由の説明を終わります。 

以上です。 

○議長 秋成茂信君 

 市長の説明は終わりました。 

次に、今定例会に提案されています各決算の認定案件について、監査委員の審査報告を求

めます。古野監査委員。 

○監査委員 古野正巳君 

 今回、審査に付されました平成１７年度豊前市一般会計、特別会計歳入歳出決算及び公

営企業会計決算並びに基金運用状況の審査の経過と概要について、ご報告いたします。 

 査委員とともに実施をいた

しました。審査に当たっては、提出されました関係書類の合規性、係数の正確性、予算執

行は、適正で効率的・合理的になされているかを視点に、関係職員から説明聴取により実

施したところです。詳細につきましては、意見書がありますので省略をさせて頂きます。 

 はじめに、平成１７年度決算の収支状況のうち実質収支は、一般会計では、４３５５万

２０００円の黒字となっておりますが、財政調整基金への積立て、取崩し額を調整した実

質の単年度収支は、８４９０万７０００円の赤字となっております。 

特別会計では、老人保健、住宅新築資金等貸付事業会計は、赤字となっておりますが、

その他の会計は、黒字、或いは、収支が均衡したものになっており、特別会計を合計した

実質収支は、３億５３７万円の黒字決算となっております。 

 次に、一般会計のうち、主なものを対前年度比で見ますと、歳入では、自主財源の大本

であります市税収入は、市民税個人分が９２０万９０００円、固定資産税が、７２４万９

０００円の増収となっておりますが、市民税法人分が、１１４２万８０００円減収となっ

たことにより、市税収入の合計では２０６万７０００円、０．１％と僅かの増収にとどま

っております。 

 また、諸収入で、８００７万９０００円の増となっておりますが、これは赤熊南土地区

画整理事業に伴う保留地処分金(県営住宅建設予定地の土地代金)１億２４５５万１０００

円が主な要因であります。 

依存財源では、地方譲与税のうち所得譲与税は、５３６８万７０００円の増となってお

りますが、国庫支出金２億１６１６万２０００円、市債が５億２５７０万円それぞれ減と

なっております。減の主なものは、住民税等減税補てん債借換債が４億１７００万円あり

ましたが、これが前年度借入れされていたことによるものであります。 
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 歳入のうち市税、国民健康保険税をはじめ、各種受益者負担金の収入未済額、未集金に

つきましては、適時対策をし、その解消に努力されておりますが、１７年度は前年度に比

べ、更に増嵩した金額となっております。市民負担の公平・公正のため、滞納者に対して

は法の規定に則り厳正に対処し、財源の確保に努められることを特に要望したところです。 

 歳出では、前年度に比べ増加したものを目的別に見ますと、衛生費のうち、豊前市外二

町清掃施設組合負担金が５１９６万６０００円、教育費では、三毛門小学校教室増築事業

３０４７万４０００円などであります。減額となったものは、総務費では、退職手当が退

職者の減により２億５０７４万円、商工費のうち、東部工業団地企業立地促進交付金が３

５０５万４０００円、それぞれ減となっております。 

 また、国民健康保険事業特別会計をはじめ、老人保健、農業集落排水施設事業、公共下

水道事業、市バス事業の各会計には、合計で前年度に比べ３０８０万６０００円、３．５％

増の９億１９７５万３０００円が、国の繰出基準、或いは、赤字補てんとして繰出しをさ

れております。 

 普通会計による財政指標のうち、公債費の一般財源に占める割合を示す公債費比率は１

６．７％で、僅かながら改善されておりますが、財政構造の弾力性を判断する経常収支比

率は９２．２％で、平成１３年度以降で最も高い数値となっております。 

少子・高齢化による人口減少時代を控え、また、国・地方を通じた厳しい財政状況の中、

今後の対応につきましては、今回、策定されました豊前市行政改革大綱及び同集中改革プ

ランに沿った取り組みを行うとともに、中・長期的な財政計画のもと、計画的、簡素で効

率的・効果的な行財政運営を目指し、市民福祉の増進・向上に寄与されることを要望いた

します。 

 次に、公営企業会計のうち、水道事業会計の平成１７年度の消費税を除いた経営収支は、

総収益５億１６６５万４０００円に対し、総費用４億８０６２万１０００円となり、差引

３６０３万３０００円の黒字決算となっております。黒字決算となった主な要因を対前年

度比で見ますと、収益では、給水人口が２１０人、給水戸数が１１０戸、それぞれ増加を

し、年間有収水量が２万３４２８㎥増えたことにより、使用料金等が５７９万１０００円

の増収となったこと。費用では、退職者の不補充により、職員給与費が７５５万９０００

円、施設等の修繕費が２４６万９０００円、それぞれ減額となったことであります。 

 最後に、東部地区工業用水道事業会計の消費税を調整後の経営収支は、１５万９０００

円の黒字決算となっており、当年度未処分利益剰余金累積黒字額は１１７万７０００円と

なっております。収支において、水道事業、工業用水道事業とも黒字決算となっておりま

すが、内容的には、一般会計からの補助金に依存した状況は従前どおりであります。 

事業を取り巻く環境は厳しい中、両事業とも、施設の供給能力に見合った給水量の確保

を図る取り組みが喫緊の課題であることを申し上げ、報告を終わります。以上です。 

○議長 秋成茂信君 
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 報告は終わりました。 

以上で本日の日程はすべて終わりました。 

９月１１日及び１２日の本会議において、一般事務についての質問を行います。 

なお、議案に対する質疑は９月１２日のみといたします。 

一般質問及び議案に対して質疑のある方は、本日午後５時までに発言通告書を提出される

ようお願いいたします。なお、発言の順序は、通告書提出の順序といたします。 

それでは、本日は、これをもって散会いたします。 

散会 １１時０５分 

 

 

 

 

 

 


